
広く内外の若手科学者との連携を図り、
国内の若手研究者のネットワークを形成・
維持することを通じて、若手科学者の抱
えている意見の収集や若手科学者への問
題の提起を行う。こうような観点から、
各種学協会との連絡窓口とし、相互の意
見交換に関する以下の事項等を審議する:

若手科学者ネットワークの運営に関す
る事項
若手科学者の意見収集と問題提起に関

する事項

発足メンバー（１８名：平成３０年７月５日現在）
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広報
科学技術イノベーションをめぐる大変革時
代が到来する中、学術には、社会との連携
を深めながら、広い視野に立って検討する
ことが求められる。そこで、多様な学術分
野の若手科学者から構成される若手アカデ
ミーの下に分科会を設置し、ウェブサイト
や出版を通じた社会への広報活動と、地方
を含めた我が国全体の学術・行政・産業・
NPO などの関係者との交流活動を通じて、
若手科学者による社会連携を推進するとと
もに、社会連携のあり方や科学技術イノベー
ションの社会実装など、学術と社会の関係
について検討を行う。

構成メンバー（19名：平成30年度年7月5日現在）
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地球社会において日本の学術はどのような役割を果す
べきか。また他国における学術の状況と比較してわが
国の学術をどのように進めていくべきか。これらを、
今後 年以上にわたってわが国の学術を牽引するべき
若手科学者の立場から考え、また世界各国に次々設立
されている若手研究者を主たる構成員とする学術組織
である若手アカデミーとの連携によって実践していく
ために、本分科会を設置する。本分科会では、既に関
係の深い国際的若手学術組織であるグローバルヤング
アカデミーへの参画を通じ、他国の若手アカデミーと
の交流を深め、また我が国との交流連携を深めるため
の催しを考案開催する。分科会は世界規模の問題を解
決するために行動しこの目的のため他国のアカデミー
と共同して国際的発信を行う。

メンバー（１４名：平成３０年６月１８日現在）

  
  

 
 

 
 

 
 

  
  
  
  
  

  
    

  
 

  

岡山宣言：SDGsを通じた学術を進めるために（抜粋）
2017年9月 仕掛け人：狩野光伸先生（岡山大学、23期若手アカデミー副代表）
➡マルチステークホルダー（高校生・大学生、高校・大学教員、研究者、行政
関連、企業の方、など様々な立場の方）が参加し、SDGsについて議論。

• SDGsに取り組む際に、文化・歴史と学術の深みを活かす。 
• 多様なセクターからの参加があるような、対話の場を増やす。 

• その対象は、１）普遍的・多様な価値であるSDGs、２）自らの地域の特性を学術的に収集・記述
すること（Well-beingの在り方など）、３）良いとされている技術を、本当に良いか、多面的に
見直していくこと 

• 文理学際的な行動を進める研究費・場など枠組みを用意し進めることを提言する。 
• 参加した人たちがInspireされ、各分野（本業）でそれぞれ活躍するという場とする。 

• SDGsにかかわるような仕事・学業を評価の対象にする。 
• 研究教育以外のセクターとの協働も評価する 
• SDGsに最適化された評価を実現する、入試を実施目標年度を定めて実現する。 
• 各組織がそれぞれ、今までにないものを作り出していると思う人材を、独自に表彰する。 

• 教育において、SDGsを軸とした新たな動きを起こす。 
• 通常カリキュラムに、SDGsの概念を埋め込むためのマトリックスを作りこむ。 
• 社会人教育＝より進化してほしい教員・企業人を教育する場としての大学。 
• 開発と環境保全のバランスの歴史を学ぶ機会：過去の経験を将来に伝える取り組みを、組織とし
て、行う。 

• SDGsの軸を念頭に、学び方を、学生は学び、教員は教える。 
• 今課題に取り組んでいる人々とともに、学生・プレイヤーに対処法を共有する。 
• 専門家から一般（とくに親）向けの知識提供を促進する。 

• ただし、専門家（科学者）の役割の「持続可能性」は配慮する。 10
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2017年9月 仕掛け人：狩野光伸 教授（岡山大学、23期若手アカデミー副代表）
➡マルチステークホルダー（高校生・大学生、高校・大学教員、研究者、行政
関連、企業の方、など様々な立場の方）が参加し、SDGsについて議論。

• SDGsに取り組む際に、文化・歴史と学術の深みを活かす。 
• 多様なセクターからの参加があるような、対話の場を増やす。 

• その対象は、１）普遍的・多様な価値であるSDGs、２）自らの地域の特性を学術的に収集・記述
すること（Well-beingの在り方など）、３）良いとされている技術を、本当に良いか、多面的に
見直していくこと 

• 文理学際的な行動を進める研究費・場など枠組みを用意し進めることを提言する。 
• 参加した人たちがInspireされ、各分野（本業）でそれぞれ活躍するという場とする。 

• SDGsにかかわるような仕事・学業を評価の対象にする。 
• 研究教育以外のセクターとの協働も評価する 
• SDGsに最適化された評価を実現する、入試を実施目標年度を定めて実現する。 
• 各組織がそれぞれ、今までにないものを作り出していると思う人材を、独自に表彰する。 

• 教育において、SDGsを軸とした新たな動きを起こす。 
• 通常カリキュラムに、SDGsの概念を埋め込むためのマトリックスを作りこむ。 
• 社会人教育＝より進化してほしい教員・企業人を教育する場としての大学。 
• 開発と環境保全のバランスの歴史を学ぶ機会：過去の経験を将来に伝える取り組みを、組織とし
て、行う。 

• SDGsの軸を念頭に、学び方を、学生は学び、教員は教える。 
• 今課題に取り組んでいる人々とともに、学生・プレイヤーに対処法を共有する。 
• 専門家から一般（とくに親）向けの知識提供を促進する。 

• ただし、専門家（科学者）の役割の「持続可能性」は配慮する。

同年12月にもフォローアップの
ワークショップを開催

岡山宣言：SDGsを通じた学術を進めるために（抜粋）

11

- 単なる分野間の協力を超えた、新しい学問の発展の仕方を肯定する必要性 
- そのような取り組みの評価をいかに行うか：既存の学術で未解決な課題への取
り組みを既存の学術の評価軸で評価してよいのか？ 

- 課題への取り組み方（問いの立て方）を教育し、学ぶ必要性 
　 科学者の『thinker (多くの人が納得でき、中立的で、より正しい、新しい
考えを発信できる人)』としての役割の重視(SciREX Quarterly 第７号で対談) 
       　博士人材のアピールと質の保証の必要性 
　 多様な属性の人々と議論し課題を解決する場の提供、及び、科学者自身が議
論をファシリテートする能力の獲得：市民を巻き込んだ学術の展開の必要性 
- 地域や文化に根ざした取り組み方：例えば、地方創生の観点（国内の持続性）、
アジア地域での連携（国際的持続性の観点） 

- 特定の地域・分野で得られた教訓/歴史の共有：例）化学では、公害/環境問題、
化学兵器・テロ、薬害、etc..

議論を通じて見えてきたこと

若手アカデミーの活動との親和性が高い内容!!
12
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- 単なる分野間の協力を超えた、新しい学問の発展の仕方を肯定する必要性

➡『若手科学者ネットワーク』『若手科学者サミット』が役立つ。

➡ GYAなどとの関係で、若手の能力開発ワークショップ（課題解決やファシ
リテーター養成の講座）などに参加し、その重要性を痛感。

- そのような取り組みの評価をいかに行うか：既存の学術で未解決な課題への
取り組みを既存の学術の評価軸で評価してよいのか？
➡ 多様な人材が同じレベルの目線で議論でき、かつ次世代としての責任感・
当事者意識を持つ若手アカデミーはこの問題の解決に有用。 
学術の未来検討分科会で議論可能であるほか、科学者委員会でも改めて議論を
する話があり、積極的に関わっていきたい。

- 課題への取り組み方（問いの立て方）を教育し、学ぶ必要性

- 博士人材のアピールと質の保証の必要性
➡ 博士のキャリアパスの問題について、学術の未来検討分科会で公開シンポ
ジウムを開催予定（本年１０月２７日）

科学者自身が議論をファシリテートする能力の獲得

- 特定の地域・分野で得られた教訓/歴史の共有

若手アカデミーの活動との対応関係（１）

13

➡ 既存の枠組みではファンディングが難しい『新興複雑課題』へのファンディ
ングの必要性を訴えかけることも可能。

- 市民を巻き込んだ学術の展開の必要性

➡ シチズンサイエンスの展開に関するシンポジウムを企画（東京、7月２８日）。
地方活性化も見据えて、青森、福岡などの地方でも順次開催予定。（若手アカデ
ミー事業「地方における若手科学者を中心とした学術活動の活性化」の一環とし
て展開）

- アジア地域での連携

- 地方創生の観点

➡アジア若手アカデミー会合を発起し、アジア地域での連携を強化。最近では、
韓国若手アカデミーとの密な交流を行っている。 

➡地方であっても国際化対応が容易くなるように、大学内のインフラ整備の支
援への取り組みを開始。

14

若手アカデミーの活動との対応関係（２）

この他、SDGsの内容とも大きく関わるジェンダーの問題について、
科学者委員会・男女共同参画分科会にて若手目線の意見を提案。
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学術活動の持続性に貢献する活動

SDGsの持続的推進に貢献する活動

≒

若手アカデミーの活動は、主に次世代のための活動であり、

• 国内の持続性の観点：人材育成、地方創生

• 国際的な文脈での持続性の観点：グローバルな協力、
地域間での連携　　　

SDGsを持続的に進める上での２つの観点

15

若手アカデミー活動とSDGsの親和性

Science, vol. 328, 2010

➡グローバルヤングアカデミー (GYA)設立 (2010～) 総会員200名 

Nature news, 1 March 2011

背景：学術にとっての新たな課題・学術を取り巻く環境の変化

若手研究者問題/世代を越えた問題の当事者である 
若手が政策提言などできる機会が必要 

➡ GYAの他、各国で若手アカデミーが誕生

世界的に『このままで本当に大丈夫？』感が充満 
SDGsが出てきた空気に近い？
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2017年10月、GYAから『国連SDGsの達成に向けた各国若手アカデミーの
役割』に関する声明が発出された。（『学術の動向』2018年1月号参照）

• SDGsの達成のために専門を超えた形での科学的助言と健全な政策提言
を行うことにより、それぞれの国や地域、国際制作助言システムから独
立したものとして認識されることを目指す。 

• 若手アカデミーの卓越した立場を活用しつつ、科学コミュニケーション
を通じて科学と公共（一般社会）の溝を埋め、生徒・児童や一般社会と
メディアにおけるSDGsの理解向上を行う。　 

• SDGsの実行やモニタリングにおいて若手科学者をトレーニングし、能
力開発を行う。
➡問題意識としては、通底しているものがあり、日本の若手アカ
デミー(YAJ)としても賛同している。 
➡アジアでの各国若手アカデミーとの連携も強化中。 
➡国際連携の中で、途上国の持続可能な開発に向けて、先進諸国
の歴史・経験を伝える取り組みも重視。

骨子としては、

17
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➡新福副代表の役割は各国若手アカデミーとの連携とfundraising.

• ワーキンググループ “The Global State of Young 
Scientist”, “Science, Education and Youth”, “Women in 
Science”, etc. が多くのSDGsに関連した活動を遂行 

• 代表的な活動
実施年 名称 内容、成果など

2015
第二回世界若手ア
カデミー会合

「持続的な開発目標」がテーマ

2015 世界科学会議
IAP, World Association of Young Scientists, the 
International Consortium of Research Staff 
Associations とSDGsを議論する場を設定

2016
SDGsに関する国
連STIフォーラム

GYAから多くの代表が参加

2016
GYA-JRC-
INGSAワークシ
ョップ

SDGsについて取り上げる

2017
第三回世界若手ア
カデミー会合

「国連SDGsの達成に向けた各国若手アカデミーの役割」声
明の発出
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